
 

■ガイド交流会（ご報告） 

■富山空港展望デッキリニューアル記念イベント（ご案内） 

■自然保護協会「保全整備活動」と「ミズバショウ親子開花観察会」（ご案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 3月 29日 第 15号 2019年 3月 29日 第 15号 

たてくろジオパークだより たてくろジオパークだより 

 3月 20日（水）にジオガイド人材育成部会の企画によるガイ

ド交流会を開催しました。9 市町村の 17 団体の代表者含め 36

名の方にご参加をいただき、ジオガイド、事務局含め計 56名の

参加がありました。 

山岡専門員が、ジオパークの説明、立山黒部ジオパークの魅

力、再認定審査結果で指摘された課題を説明した後、グループ

に分かれて連携の可能性や立山黒部ジオパークに対する期待

等について、活発に率直な意見交換が行われました。 

自然保護協会が保全整備活動とミズバショウ親子開花観察会を実施します。 

■第３回保全整備活動 

 日時   平成 31年４月 14日（日） 9：30～11：30 

 集合場所 ホテル森の風駐車場 

■ミズバショウ親子開花観察会 

 日時   平成 31年 4月 28日（日） 9：30～11：30 

 集合場所 ホテル森の風駐車場 

詳細は立山黒部ジオパーク HP にて。お問い合わせ、申し込みは自然保護協会事務局まで 076-441-0099 

日時：平成 31年４月 14日（日） 10：00～15：00 

場所：４階展望デッキ（雨天時は２階中央ホール） 

展望デッキのリニューアルを記念して、４月 14日にこども飛行機クイズ大会や青空コンサートが行われま

す。輪投げなどの子供が遊べるコーナーや飲食物販売も行われます。当日はフラワージェット機も飛来予                   

定（10：45頃）です。展望デッキからは、飛行機の離着陸はもちろんのこと、天気が良ければ立山連峰を大 

パノラマで見渡すことができます。当協会もお昼ごろに少し

お時間のいただき、ジオパークの話をします。ぜひ、お立ち寄

りください。 

館内では、ナチュラリスト写真展や飛騨時プチ物産展も同時開催されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魚津埋没林は、1930年（昭和 5年）に 

片貝川扇状地の海沿いにある魚津港の一 

帯から発見されました。見つかったのは 

スギ、ハンノキ、カシなどの樹根で、今か 

ら約 2000年前に片貝川が運んだ土砂によ 

って埋もれたものです。この埋没林は、現 

在の海水面より数十センチメートル～２ 

メートルほど低い位置から見つかってお 

り、2000年の間に海水面が上昇したこと 

を物語る証拠のひとつとされています。 

これらの樹根は、扇状地の清冽で低温の 

地下水によって保存されたため、現在ま 

で腐らずに残ったと考えられています。 

当時の発掘現場は現在、特別天然記念物  

魚津埋没林博物館として整備されており、容易に迫力ある樹根を見ることができます。 

～地下水が残した樹根～ 

立山黒部ジオパーク協会 事務局  〒930-0856  富山市牛島新町５-５ タワー１１１ビル１階 

Tel  ０７６－４３１－２０８９  e-mail info@tatekuro.jp 

 Fax ０７６－４８２－３２０４  https://tatekuro.jp/  https://facebook.com/tatekuro 

たてくろ 見どころ紹介コーナー 

特別天然記念物 魚津埋没林 

海面上昇を物語る埋もれ木の森 

■くろワンきっぷのツアー（ご案内） 

クイズで BINGO!～うなづき謎解きジオツアー～ 

日 時：平成 31年４月 29日（祝） 

9：30（宇奈月温泉駅）〜12：00頃 ＊小雨決行 

参加費：参加費無料（くろワンきっぷは各自でご用意ください） 

その他：歩きやすい服装で、飲み物をご持参ください。 

コース：宇奈月温泉駅～ツアー～12時頃解散 

お問合せ・お申込み：黒部まちづくり協議会 Tel.0765-56-9687 

専門員・学芸員・黒部峡谷ナチュラリストと一緒に宇奈月

温泉街を散策しながら宇奈月温泉の魅力を探ります。 

  


